
　　　　

2026 年 3 月 27 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 組織理念：必要とされる会社　　　　事業所理念：地域で安心し暮らせる社会

事業所名 konoki 作成日支援プログラム（参考様式）

・集団活動、個人活動を通して興味関心の幅を広げることができるよう支援してきます。
・レクリエーションを通して、柔軟性・協調性・忍耐力を養い社会性の向上を図ります。

・個々に合わせた表現方法を用いて自己表現できるよう支援していきます。
・レクリエーションを通して、相手のことを考えた発言ができるよう支援していきます。

・外出時の交通ルールやマナーを学習し習得できるよう支援していきます。
・集団活動を通して他者を思いやる気持ちを育み、助け合いができるよう支援していきます。

支援方針

4本柱である【運動遊び】【外遊び】【音楽遊び】【森活動】を通して、生活能力の向上のために必要な訓練を。社会との交流の促進、その他必要な支援を行います。
社会に出たときに必要な知識を学びながら、1人でできることを増やしていき、ここが成長できるよう支援してきます。

営業時間 送迎実施の有無
平日9時30分～18時まで

休日9時00分～17時30分まで

主な行事等

アラスフェス・保護者イベント・森活動・サッカー・科学実験・太鼓ワーク・ライブ鑑賞

（別添資料１）

家族支援

・連絡帳や送迎時に利用時の様子をお伝えし、自宅での様子や学校での様子を
聞き、情報共有を行い保護者様の要望にお応えできるよう支援していきます。 移行支援

・グループ内外の就労支援事業所との連携を図り、就労体験の場を提供し
ます。

地域支援・地域連携

・事業所周辺の清掃を行いながら、事業所を知ってもらえるよう取り組んでい
きます。 職員の質の向上

・内部外部の研修に参加をし支援の向上を目指します。

支　援　内　容

・来所持に毎回検温を実施し体調管理を行います。
・入室後に連絡帳の提出や学校の宿題またはkonokiのプリント１枚の実施、着替えなどの習慣化を目標にしています。
・決まった時間に行動ができるよう、黒板にプログラムの開始時刻、おやつの時刻などを記載し時間での切り替えを身につけます。

・広いフロアを使用してのボール運動、サーキットなどを行いながら、体力づくりと運動の力の向上を目指します。
・制作活動や指先のを使ったプログラムを実施し手先の細かな作業の向上を目指します。
・理学療法士の支援を取り入れ、身体の使い方や手先の巧緻性動作の向上を図ります。
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人
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